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研究成果の概要（和文）：要介護高齢者の聴力と聴覚認知の1年後の変化ならびに変化に関連する背景要因につ
いて検討した。純音聴力と語音聴力および文章理解の総点を聴覚認知スコアとし評価した。聴覚認知スコアと
MMSE-Jの間には正の相関を認めた。聴覚認知の低下に、年齢、性別、要介護度、脳疾患の有無などの要因の関与
は認めなかった。調査対象の難聴の実態をあきらかにしたことを受けて、音場システムを用いた場の管理とFM補
聴器を用いた個の管理についてのアシストを行った。いずれのアシストも個のレベルにおいて意欲の向上（やる
気の向上）を認めるケースを認めたが、介入の有無による二群比較では有意差を認めなかった。

研究成果の概要（英文）：Hearing ability and auditory perception of elderly who stay care home. 
Background factors related to the change one year later. Pure tone hearing ability and speech The 
total points of hearing ability and sentence comprehension were evaluated based on auditory 
perception score. There was a positive correlation between auditory cognitive score and MMSE-J. 
Factors such as age, gender, degree of need for a long-term care, presence or absence of brain 
disease, etc. were not involved in the reduction of auditory perception. In response to the fact 
that the actual condition of the hearing loss to be surveyed has been clarified, we assisted 
management of the place using the sound field system and management of individuals using the FM 
hearing aid. Although both assistants acknowledged the case of recognizing motivation improvement 
(motivation improvement) at the individual level, there was no significant difference in the two 
group comparison based on the presence or absence of intervention.

研究分野：臨床聴覚生理学
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１．研究開始当初の背景 
 難聴とADL  と寿命に関する疫学研究とし

て倉渕高齢者コホートスタディは、老人性

難聴が放置されると３年後の調査で ADL 

の低下や寿命の短縮が生じると報告してい

る（Yamada et al 2010 ）。感覚入力の不

足により難聴が進行うる懸念も聴覚医学や

脳科学から示されている（Silman S 1984、

Moller 2006 ）。このような研究報告に基

づきわれわれは平成 24 年度国際医療福祉

大学学内研究費にて老人介護施設入所者

（以下介護施設）に対し、高齢者聴覚スク

リーニング（追跡調査）を実施し、ADL の

低いものほど難聴の進行が顕著となるとい

う結果を得た。 

 介護施設の今日的特徴は、後期高齢者や

要介護の高い入所者が多いがある。介護施

設でも自立支援教室同様、聴覚補償の整備

し積極的に聴覚補償することでさまざまな

問題を解決できると考えられるがそうした

対処は行われていない。 
 
２．研究の目的 
本研究では、介護福祉施設における「場」

と「個人」におけるレベルでの音環境調査、

入所者の簡易聴覚スクリーニングを調査し、

また自立支援教室ですでに使われている聴

覚支援システムを導入することで聴覚の廃

用を予防することが可能かについて評価を

行う。 
 
３．研究の方法 
研究１：研究実施施設入所者を対象に以下

の項目についてコホートスタディを行う。 

１）患者属性の取得（性別、年齢、基礎疾

患、現役時代の社会的背景など） 

２）長谷川式簡易知能スケール（HDS-R） 

３）ミニメンタルステート（MMSE） 

４）やる気インデックス（VI） 

５）バーセルインデックス（BI） 

６）語彙力の評価など 

７）高齢者聴覚スクリーニング 

研究 2：場と個の音環境評価の実施。特に、

個人音曝露レベルの評価を実施する。 

研究 3：DSF システムおよび補聴器（FM シ

ステム含む）による QOL評価。 

研究 4：介護スタッフのストレス評価。 
 
４．研究成果 

研究成果１：難聴のない群では HDS-Rと

MMSEに相関を認めるが、難聴のある群で

は相関を認めなかった。音声による設問の

正答率は難聴の有無に左右された。あらか

じめ純音および単語を用いての高齢者聴覚

スクリーニングを行うことで認知機能評価

はより高い精度で行うことができると考え

た。 

研究成果 2：利用施設内の環境騒音は静寂

時約 40〜50dBLeqの範囲内にあり、利用者

は適切な音環境で利用していることが確認

出来た。リクリエーション時のテレビ音量

やスタッフ話声のレベルは 60〜65dBの範

囲にあり、耳元での音量を示す個人音曝露

レベルでは、利用者の状況により 40〜60dB

にとどまっており、難聴のある利用者には

充分な音情報の提示をできていないことが

あきらかになった。 

研究成果 3：ダイナミックサウンドフィー

ルドシステム（DFS）による音環境の改善

（残響の減少と音圧レベルの上昇）は利用

者の意欲の向上（VI）に寄与した。特にレ

クレーション参加時の意欲の向上が顕著で

あった。しかし BIや HDSRやMMSEのス

コアには有意な変化はなかった。 

FM補聴器を片耳で使用させた症例につい

てその行動観察を行ったが、認知症を伴う

例では音源定位の判断を正しく行えず、装

用はかえって行動の困難や認知のエラーを

惹起する傾向があった。 

研究成果 4：DFSの導入により介護スタッ

フは大声を出しての作業負担が減少したと

回答するものが増え、脈波を用いたストレ



ス評価でもｐNN50の改善を認めた。しか

し統計学的な有意差は認めなかった。 

研究成果のまとめ：難聴に伴い聴覚認知の

衰えが生じることで、総合的な認知機能の

低下をもたらすことがあきらかになった。

しかしこうした聴覚認知の衰えは介護の工

夫や聴覚支援デバイスの活用によって利用

者の QOLの保持あるいは向上に役立つも

のと思われた。ただし、単に聴覚に考慮し

たケアや聴覚支援デバイスを用いるだけで

認知症の予防がなされるものではなく全人

的ケアの必要性があらためて確認出来され

る結果となった。 
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